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2022年 4月 17日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：ヨハネ 21章 1～14節 

タイトル：「さあ、朝の食事をしなさい」 

 

主の御名を賛美します。今年も主の復活に感謝し、共に主を礼拝できることを感謝します。全世

界はいまコロナウイルスに加え、ロシアのウクライナ侵攻、またそれに伴う食糧難、暴動、地震とま

さに闇の中に置かれていますが、このキリストの復活のメッセージが、暗闇の中にある人たちにと

って希望の光となることを祈ります。今日は、ヨハネの福音書 21 章から「さあ、朝の食事をしなさ

い」という題でお話しします。 

 

Ⅰ．私は漁に行く（1-3） 

 

まず 1～3 節をご覧ください。「その後、イエスはティベリア湖畔で、再び弟子たちにご自分を現

された。現された次第はこうであった。2 シモン・ペテロ、デドモと呼ばれるトマス、ガリラヤのカナ

出身のナタナエル、ゼベダイの子たち、そして、ほかに二人の弟子が同じところにいた。3 シモン・

ペテロが彼らに「私は漁に行く」と言った。すると、彼らは「私たちも一緒に行く」と言った。彼らは

出て行って、小舟に乗り込んだが、その夜は何も捕れなかった。」 

 

イエス様は、ユダヤ人たちのねたみによって十字架に付けられて死なれ、墓に葬られました。し

かし、キリストを墓の中に閉じ込めておくことはできませんでした。キリストは、聖書が示す通りに、

三日目に死人の中からよみがえられました。復活によって、ご自身が神の御子、救い主であること

を公に示されたのです。そして 40日にわたり弟子たちにご自身を現わされ、数多くの確かな証拠

をもって、ご自分が生きておられることを示されました。 

 

イエス様が最初にご自身を現わされたのは、マグダラのマリアに対してでした。20章 1節には、

週の初めの日、朝早くまだ暗いうちに、マグダラのマリアは墓にやって来たとあります。何のためで

しょうか。イエスの遺体に香油を塗るためです。ところが墓へ行ってみると、墓から石が取りのけら

れてありました。よみがえられたのです。でもイエスのからだがありませんでした。マリアが途方に

暮れて泣いていると、復活の主が彼女に現れ「なぜ泣いているのですか。だれを捜しているので

すか。」と言われました。彼女は、それを園の管理者だと思いましたが、やがて、それが愛する主イ

エスだということがわかりました。彼女はそのことを弟子たちに告げると、弟子たちにはたわごとの

ように思われました。しかし、その日の午後、エマオに向かっていた二人の弟子たちに現われると、

その日の夕方には、ユダヤ人を恐れて戸に鍵をかけて集まっていた弟子たちのところに現われて

くださいました。イエス様が手と脇腹を彼らに示されると、「弟子たちは主を見て喜んだ。」

(20:20)とあります。 
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しかしそこに、12弟子の1人でデドモと呼ばれるトマスがいませんでした。彼は疑い深い人で、

ほかの弟子たちが「私たちは主を見た」と言っても、「私は決して信じません。その手に釘の跡を見

て、そこに指を入れ、その脇腹に手を入れてみなければ、決して信じません。」(21:25)と言いまし

た。本当に疑い深い人ですね。私たちの回りにもそういう人たちが結構いるのではないでしょうか。

いや、私たちもかつてはそうでした。見ないと信じない。 

 

しかし、その1週間後のことですが、弟子たちが集まっていたところに、再び主が現れてください

ました。今度はトマスも一緒でした。そしてトマスに「あなたの指をここに当てて、わたしの手を見な

さい。手を伸ばして、わたしの脇腹に入れなさい。」(20:27)と言われました。するとトマスは、「私

の主、私の神よ。」と言ってひれ伏し、主を礼拝しました。主はそんな彼にこう言われました。「あな

たはわたしを見たから信じたのですか。見ないで信じる者は幸いです。」(21:29)見ないで信じ

る人は幸いです。 

 

きょうの箇所はその後の出来事です。その後、イエスはティベリア湖畔で再び弟子たちにご自分

を現われてくださいました。ティベリア湖とはガリラヤ湖のことです。ティベリア湖とは、ガリラヤ湖

のローマ風の呼び方なのです。そこで主は再び弟子たちにご自分を現われてくださったのです。そ

の現わされた次第はこうです。 

 

舞台は、エルサレムからガリラヤに移っています。なぜ弟子たちはこの時ガリラヤ湖にいたので

しょうか。主がそのように言われたからです。「ガリラヤに行くように。そこであなたがたに会う」(マ

タイ 28:10)と。 

ガリラヤ湖は彼らの故郷でした。彼らは、このガリラヤ湖で漁をしながら生計を立てていました。

そこは彼らが小さい頃から慣れ親しんだ場所だったのです。しかし 3 年半ほど前に、イエス様から

「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしてあげよう。」(マタイ 4:19)と言われ、すべてを捨

ててイエス様に従って行きました。ところが、イエス様は十字架に付けられて死んでしまいました。

それで彼らは完全に望みを失ってしまったのです。これまで主として、先生として仰いできたイエス

様が死んでしまったのですから。しかし、イエス様は三日目によみがえられました。その復活された

主イエスが彼らに現われ、ガリラヤに行くようにと言われたのです。 

 

2 節をご覧ください。そこにいたのは、シモン・ペテロとデドモと呼ばれるトマス、ガリラヤのカナ

の出身のナタナエル、ゼベダイの子たち、そして、ほかに二人の弟子がいました。おそらく一人はペ

テロの兄弟アンデレでしょう。そしてもう一人はナタナエルを誘ったピリポではないかと思います。

とにかく全部で 7人です。彼らはかつて漁をしていたガリラヤ湖畔にいたのです。 

 

すると、シモン・ペテロが彼らに「私は漁に行く」と言いました。なぜ彼はこのように言ったのでし

ょうか。わかりません。ある学者は、このときペテロは伝道者としての生活をやめ、元の仕事に戻ろ
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うとしていたのではないかと言っています。また他の人は、いや、その日の食料を求めて漁に行っ

ただけだという人もいます。はっきりしたことはわかりません。しかし彼がそのように言うと、他の弟

子たちも「私たちも一緒に行く」と言いました。一つだけ確かなことは、このとき彼らは無力で、みじ

めな状態であったということです。なぜなら、自分の仕事まで捨てて従って行ったイエスが十字架

につけられて死んでしまったのですから。いったい今までのことは何だったのか、そういう思いに駆

られていたのではないかと思います。そして、自分たちの最も得意な領域で自分たちの存在という

ものを確かめたのではないでしょうか。それが「私は漁に行く」という言葉に現れたのだと思いま

す。彼らはもともと漁師でしたから、これが自分の本業だと思ったのでしょう。ちょうど牧師が以前

の仕事のことを思い出して懐かしむ姿に似ているかもしれません。それがうまくいなかいと元の仕

事に戻りたいと、牧師なら一度や二度思うことがあります。「人間をとる漁師にしよう」と言われて

イエス様について行ったのは良かったけれども、その結果がこれです。「これこそ自分のライフワー

クだ」と、以前の状態に引き戻されたのだと思います。 

 

結果はどうでしたか?3 節後半をご覧ください。「彼らは出て行って、小舟に乗り込んだが、その

夜は何も捕れなかった。」収穫ゼロです。漁をするには一番いい時間であったはずです。彼らは漁

のプロでしたから、そんなことくらい百も承知でした。それなのに何も捕れなかったのです。なぜで

しょうか?漁から離れていた3年半の間にすっかり腕が鈍ってしまったからではありません。それは

彼らの本来の仕事ではなかったからです。彼らの本来の仕事は何ですか?人間をとる漁師です。

それなのにそれを見ないかのようにして、自分の思いと自分の力で何とかしようとしたのです。そ

の結果がこれだったのです。 

 

ここからどんなことを学ぶことができるでしょうか?神のみこころから離れた努力は空しいという

ことです。努力をすることは大切なことです。聖書にも「勤勉で怠らず、霊に燃え、主に仕えなさい。」

(ローマ 12:11)とあります。箴言には、怠けないで、勤勉であるようにと勧められています。勤勉

に働くことによって家族を養うことができます。世の光、地の塩としての役割を果たすことができま

す。しかしそれがどんなに良いことでも優先順位を間違えると、それは神に喜ばれません。ペテロ

は何も悪いことをしたわけではありません。漁に行くこと自体は良いことですし、熱心に働くことは

悪いことではありません。しかし、彼に対する神の使命は、魚をとることはなく人間をとる漁師にな

るということでした。これが彼に対する神のみこころだったのです。それなのに彼は、神のみこころ

ではなく自分の思い、肉の力を優先しました。その結果がこれだったのです。 

 

私たちも神のみことばに従わないと、以前の生活に逆戻りしやすくなります。自分の力が、肉の

力が働きやすくなるのです。だんだん祈らなくなります。神に信頼するよりも自分で頑張ろうとする

のです。自分のやりたいことを、自分のやりたいときに、自分のやりたいようにやろうとするわけで

す。神のみこころを求めるのではなく、「私はやります」となるのです。ここでペテロは「私は漁に行

く」と言いましたが、それと同じようになるのです。神様が何を願っておられるのかではなく、あくま
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でも「私」がしたいと思うこと、私の思いが強くなるのです。たから日曜日ごとに教会に来て主を礼

拝することが重要なのです。そこで自分が拠って立っているもの、自分が信頼しているものが何で

あるのかを確認することができるからです。漁に行くこと自体は問題ではありません。でも彼に求

められていたのは漁に行くことではなく、イエス様のことばに従って待つことだったのです。彼は主

のことばに従わないで自分で判断して物事を決め、自分の力でやり遂げようとしました。主のこと

ばに従わないと祈らなくなり、自分の判断で物事を決め、自分の力でやり遂げようとするようにな

ります。 

 

その結果、どうでしたか?夜通し働きましたが、何も捕れませんでした。空振りに終わってしまい

ました。こんなに頑張っているのになぜ?優先順位が間違っていたのです。人生の優先順位を間

違えると、実を結ぶことができません。イエス様が言われたことばを思い出します。「わたしはぶど

うの木、あなたがたは枝です。人がわたしにとどまり、わたしもその人にとどまっているなら、その人

は多くの実を結びます。わたしを離れては、あなたがたは何もすることができないのです。」(ヨハ

ネ 15:5)イエス様を離れては何もすることはできません。その夜は何も捕れませんでした。それは

この時の弟子たちの心を象徴していたかのようです。イエス様を離れては実を結ぶことはできませ

ん。しかし、そんな暗い夜にも明るい朝がやって来ます。 

 

Ⅱ．湖に飛び込んだペテロ（4-8） 

 

4～8節をご覧ください。「4 夜が明け始めていたころ、イエスは岸辺に立たれた。けれども弟子

たちには、イエスであることが分からなかった。5 イエスは彼らに言われた。「子どもたちよ、食べ

る魚がありませんね。」彼らは答えた。「ありません。」6 イエスは彼らに言われた。「舟の右側に網

を打ちなさい。そうすれば捕れます。」そこで、彼らは網を打った。すると、おびただしい数の魚のた

めに、もはや彼らには網を引き上げることができなかった。7 それで、イエスが愛されたあの弟子

が、ペテロに「主だ」と言った。シモン・ペテロは「主だ」と聞くと、裸に近かったので上着をまとい、

湖に飛び込んだ。8 一方、ほかの弟子たちは、魚の入った網を引いて小舟で戻って行った。陸地

から遠くなく、二百ペキスほどの距離だったからである。」 

 

弟子たちは夜通し漁をしたのに何も捕れませんでした。その夜が明け始めていたころ、イエス様

は岸辺に立っておられましたが、弟子たちにはそれがイエス様だとはわかりませんでした。見ては

いましたが、わからなかったのです。なぜでしょうか?もしかすると弟子たちは湖の上にいたので、

遠くてよく見えなかったのかもしれません。しかしそれは距離が遠かったからではありません。距離

以上に彼らの心が遠く離れていたからです。だから主を見ていても、それが主だとわからなかった

のです。 

 

でも感謝ですね。そんな弟子たちにイエス様の方から声をかけてくださいました。「子どもたちよ、
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食べる魚がありませんね。」それに対して弟子たちは答えました。「ありません。」ここで弟子たちは、

自分の弱さというか、無力さを素直に認めています。しかし、そのように素直に認めたとき、彼らに

新しい道が開かれました。どういう道でしょうか。それはイエス様の恵みに生きる道です。6 節をご

覧ください。イエス様は彼らにこう言われました。「舟の右側に網を打ちなさい。そうすれば捕れま

す。」これが主のことばです。「舟の右側に網を打ちなさい。」舟の右側に打てって、もうとっくりや

りましたよ。夜通しやったんです。でも何も捕れませんでした。今さらやっても無駄です。捕れるは

ずがありません。と弟子たちは言いませんでした。彼らは一言も反論せず、ただ主が言われたとお

りにしました。 

 

するとどうでしょう。おびただしい数の魚のために、もはや彼らには網を引き揚げることができま

せんでした。ガリラヤ湖は魚の豊富な淡水湖です。魚が群れをなして湖面近くに現れるとき、水面

は、遠くから見ると夕立にたたかれたように波立って見えたといいます。まさにそんな光景だったか

もしれません。おびただしい数の魚のために、もはや彼らには引き上げることができませんでした。

7人の侍ならぬ 7人の漁師でも引き上げることができないほどの大漁だったのです。自分の力で

頑張った時には 100％力を出し切ってもだめだったのに、主のことばに従い、主が言われたとお

りにしたとき、想像することもではないほどの大漁が与えられたのです。 

 

イエス様はこう言われました。「だから、神の国とその義とをまず第一に求めなさい。そうすれば、

それに加えて、これらのものはすべて与えられます。」(マタイ 6:30)まず神の国とその義とを第一

に求めることです。そうすれば、それに加えてすべてのものが与えられます。聖書はそう約束してい

ます。私たちは自分の必要を満たそうとあくせくしていますけれども、空回りしないように注意しな

ければなりません。第一のことを第一にしなければなりません。第一のことを第一にするなら、あと

のことは主が満たしてくださいます。これが、聖書が約束している聖書の原則です。 

 

それでイエスに愛されたあの弟子が、ペテロに「主だ」と言いました。イエスが愛されたあの弟

子とは、これを書いているヨハネのことです。彼は自分のことをみるとき、主に愛されている者であ

るというイメージを持っていました。これは正しいセルフイメージではないでしょうか。他の人があな

たをどのように見るかではなく、神があなたをどのように見ておられるかということです。ヨハネは

自分のことを、イエスが愛された者とみていました。私たちも同じです。確かに罪だらけな者です。

同じ失敗を繰り返すような愚かな者ですが、そんな者を主は愛してくださったのです。私は、あな

たは、主に愛された者なのです。 

 

そのヨハネが、「主だ」と言いました。どうして彼はそのように言ったのでしょうか?ここには「それ

で」とあります。「それで」とは、その様子を見て、ということです。おびただしい数の魚のためにも

はや彼らには網を引き上げることができなかったのを見て、「主だ」と叫んだのです。なぜでしょう

か。なぜなら、彼の中に決して忘れ得ぬ一つの記憶が一気によみがえってきたからです。それはル
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カの福音書 5章にある出来事です。イエス様がペテロの舟に乗ると、「深みに漕ぎ出して、網を下

して魚を捕りなさい。」(ルカ 5:4)と言われました。しかし、彼らは夜通し働きましたが、何一つ捕れ

ませんでした。でも、おことばですからと、網を下してみると、おびただしい数の魚が入り、網が破

れそうになったのです。あの出来事です。感受性の鋭いヨハネは、この二つの出来事の関連性と

いうものを瞬時に分析し、結論を下したのです。「主だ」と。 

 

それを聞いたペテロはどのように反応したでしょうか?彼は「主だ」と聞くと、すぐに湖に飛び込

みました。おもしろいですね。ヨハネは、この二つの関連性を瞬時に分析してそのように結論づけま

したが、ペテロは何も考えないで湖に飛び込みました。ペテロは理性よりも感性、感覚で生きるよ

うな人間でした。ですから「主だ」と聞いただけで、からだが反応したのです。本当に純粋で、行動

的な人でした。すぐに反応しました。何だか自分の姿を見ているようです。どうして彼はすぐに飛び

込んだのでしょうか。一刻も早く主のもとに行こうと思ったからです。舟は陸地から二百ペキスほど

の距離でした。二百ペキスとは 100m足らずです。下の欄外の説明には「約 90 メートル」とあり

ます。そのくらいの距離だったらもう少し待っても良かったのに、彼は待てませんでした。なぜ?確

かに彼は行動的な人間でしたが、それ以上に主を愛していたからです。90 メートルほど舟が進む

のを待つことができなかったのです。一刻も早く主のもとに行きたかった。そういう思いが、こうし

た行動となって現われたのです。しかし彼は裸だったので、上着をまとって飛び込みました。これも

おもしろいですね。普通は反対です。泳ぐ時は上着を脱ぎます。でも彼は上着を来て飛び込みまし

た。主にお会いするのに、せめて身なりだけでも整えようと思ったのでしょう。そばにあった上着ま

とうと、急いで湖に飛び込んだのです。 

 

皆さん、これが愛です。愛とはこういうものなのです。距離など関係ありません。後先の計算もし

ません。とにかく飛び込むのです。とにかくそばに行きたい。とにかくそばにいたいのです。あれか

ら 40年・・・、皆さんも 40年前はそのような経験をしたことがあるのではないでしょうか。主を愛

する思いが、ペテロをこのような行動に駆り立てたのです。 

 

あなたはどうですか?ペテロのような主への燃える愛があるでしょうか。冷静に分析することも

必要でしょう。客観的に考えることも大切です。でも、分析だけで終わってしまうことがないように、

客観的に考えるだけで終わることがないようにしたいですね。それが主だとわかったら、ペテロの

ようにとにかく飛び込むという情熱も必要です。主は、私たちがそのような愛を持つことを願ってお

られます。特に愛が冷えている現代においてはなおさらのことです。ペテロのように熱心に主を愛

する者でありたいと思います。 

 

Ⅲ．さあ、朝の食事をしなさい（9-14） 

 

さあ、彼らが陸地に上がると、どんな光景が待っていたでしょうか。9～14 節をご覧ください。
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「9 こうして彼らが陸地に上がると、そこには炭火がおこされていて、その上には魚があり、またパ

ンがあるのが見えた。10 イエスは彼らに「今捕った魚を何匹か持って来なさい」と言われた。11 

シモン・ペテロは舟に乗って、網を陸地に引き上げた。網は百五十三匹の大きな魚でいっぱいで

あった。それほど多かったのに、網は破れていなかった。12 イエスは彼らに言われた。「さあ、朝

の食事をしなさい。」弟子たちは、主であることを知っていたので、だれも「あなたはどなたですか」

とあえて尋ねはしなかった。13 イエスは来てパンを取り、彼らにお与えになった。また、魚も同じよ

うにされた。14 イエスが死人の中からよみがえって、弟子たちにご自分を現されたのは、これで

すでに三度目である。」 

 

弟子たちが岸に上がると、そこには炭火が起こされていました。そこで魚とパンが焼かれていた

のです。それはイエス様が用意してくださったものでした。イエス様がバーベキューをして待ってい

てくださったのです。その魚とパンはどこから来たのでしょうか?それは弟子たちが捕ったものでは

ありません。彼らが来る前に用意してあったのですから。それはイエス様が用意してくださったもの

です。イエス様ご自身がどこかで魚をとって来て、彼らのために用意してくださったのです。 

 

すると、イエス様は彼らに「今捕った魚を何匹か持って来なさい」と言われました。何のためでし

ょうか?イエス様があらかじめ用意してくださった魚に、彼らがとって来た魚を何匹か加えるためで

す。それでペテロは舟に乗って、網を陸地に引き上げました。すると、魚は網には何匹ありました

か?153 匹です。網は 153 匹の大きな魚でいっぱいでした。おもしろいですね、ここには魚の数

まで詳細に記録されています。なぜ 153 匹という数字が記録されているのでしょうか。ある人た

ちは、この 153 という数字が何かを象徴していたと考えています。たとえば、153という数字は 3

分の 1 を代表していることから、三位一体の神の完全性を象徴しているのではないかとかです。

でも、それは読み込み過ぎです。そういうことではありません。これを書いたヨハネは、これを生涯

忘れることができない数字として記録したのです。あのノアの箱舟の虹が人類への神の約束を思

い起こさせるように、いくつかの具体的な数字をもって、確かに私は主にお会いしたという事実を、

心に深く刻み付けようとしたのです。そういう意味では、8節の「二百ペキス」もそうです。わざわざ

「二百ペキス」と書かなくても、比較的近くまで来たという表現でも良かったはずです。あまり離れ

ていなかったとか。でもあえてこのように書き記したのは、確かに主はよみがえられて、自分たちに

会ってくださったということを、その心に深く刻み込もうとしたからなのです。 

 

Ⅰヨハネ 1 章 1 節でヨハネ自身が、「初めからあったもの、私たちが聞いたもの、自分の目で

見たもの、じっと見つめ、自分の手でさわったもの、すなわち、いのちのことばについて」と言ってい

るとおりです。これは、いのちのことばであられるイエス・キリストについて彼が自分で聞いたもの、

自分の目で見た者、じっと見つめ、自分の手でさわったものなのです。確かに主はよみがえられた

のです。14節に「イエスが死人の中からよみがえって、弟子たちにご自身を現わされたのは、これ

ですでに三度目である。」とありますが、これはイエス様が死人の中からよみがえられて、三度目
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に弟子たちに現われてくださった出来事として、彼が自分で経験したことを、確信をもって伝えた

かったのです。ですから、この「153 匹の大きな魚でいっぱいであった」というのは、「ほら、見てく

ださい。そこには 153 匹の大きな魚があったんですよ。これは紛れもない事実です。」と言わんば

かりです。そうしたヨハネの息づかいが聞こえて来そうです。 

 

もう一つ重要なのは、それほどたくさんの魚でいっぱいだったのに、網は破れていなかったとい

うことです。どういうことでしょうか?それは、弟子たちが「私は漁に行く」「私たちも一緒に行く」と

言って夜通し働きましたが何も捕れなかったことと対比されています。すなわち、彼らがイエスに従

ったとき多くの収穫を見たということです。しかも、収穫したものは少しも漏れていませんでした。そ

れはあのルカの福音書 5 章で経験したことと同じです。イエスが言われたとおりに網を下すと、お

びただしい数の魚が入り、網は破れそうになれましたが、破れませんでした。そうです、イエス様の

ことばに従うとき、多くの収穫がもたらされるだけでなく、その網は破れないのです。主が支えてお

られるからです。これが主に従う者にもたらされる祝福です。 

 

そればかりではありません。ヨハネはここに一つの重要な出来事を記録しています。それは、復

活したイエスが、弟子たちを食事に招いてくださったという事です。12 節をご覧ください。「イエス

は彼らに言われた。『さあ、朝の食事をしなさい。』」 

一緒に食事をするということは、それが親しい関係であることを表しています。弟子たちは、主の

ことばに従いませんでした。以前の生活に戻ろうとしていました。彼らが求めていたのは食べること、

自分の生活を守ることでした。それで自分の力で頑張って漁に出ましたが、結果は惨憺
さんたん

たるもの

でした。何も捕れなかったのです。けれども主が約束されたとおりに彼らに現れてくださり、彼らが

主のことばに従ったとき、豊かな収穫を見させてくださいました。そればかりでなく、彼らのために

朝食まで用意してくださったのです。そして「さあ、朝の食事をしなさい。」と招いてくださいました。

ここではイエス様がウエイターのようになって弟子たちに給仕してくださっています。パンと魚を焼

いて、自らがそれを取り、彼らに与えられたのです。 

これが私たちの主イエスです。このことによって主は、彼らを受け入れておられるということをは

っきり示してくださいました。そのことは彼らもよく理解したことでしょう。イエス様との親しい交わり

が回復したのです。 

 

あなたはどうですか?イエス様との交わりを回復しているでしょうか。イエス様と共に食事をして

いますか。親しく交わっているでしょうか。敵対関係があると親しく交わることができません。でも主

は本当に優しい方です。愛のお方です。なかなか主に従えない、そんな私たちのために自ら歩み

寄ってくださり、朝食を用意して待っていてくださいます。そして「さあ、朝の食事を食べよう」と招

いてくださるのです。そのために主は自ら十字架にかかって死なれ、三日目によみがえってくださ

いました。私たちを神から引き離す罪を赦し、神との平和、永遠のいのちを与えるためです。親しい
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交わりを回復するためには神との平和を持たなければなりません。すなわち、自分の罪を赦しても

らわなければなりません。「御子イエスの血は、すべての罪から私たちをきよめてくださいます」

（Ⅰヨハネ 1:7）。このことを覚えてください。そして、もしあなたが今神から離れているならば、御

子イエスのもとに来てください。主は喜んであなたを赦してくださいます。赦されることによって、神

と親しい交わりを回復することができるのです。 

 

昨日、S姉の家を訪問しました。86歳になるお父さんが月曜日に特別老人ホームに入所するこ

とになったので、その前にもう一度イエス様のことをお話してもらいたいということでした。もう一度

ということは以前にも何度か訪問してお話させていただいたことがあるということです。しかしその

時は薬が効いていたためか、私を無視していたのかわかりませんが、話しかけてもすぐに眠ってし

まう状態でしたので、よくお話することができませんでした。仕方がなかったので、その時にはイエ

ス様のお話をして帰りましたが、姉妹として入所するにあたりきちんとイエス様のお話を聞いてほ

しかったのです。 

約束の時間に伺いましたがお父さんはデイサービスに行っていて留守でした。もう少しで帰宅

するというので、姉妹とお話をしながら「お父さんに天国のお話をしてもいいですか」と確認したら、

「ええ、是非。最近「死ぬ、死ぬ」と叫んでいるので、地獄に行くと思っているんだと思います。だか

ら、イエス様を信じるようにお話していただけだと思います。イエス様を信じて、同じお墓に入ると

いうことを確認したいのです。」と言われました。「お墓のことならその後でもいいんじゃないです

か」と言うと、「いや、きちんと父親の確認を取ってきたいのです。」というので、「わかりました」と

私も覚悟を決めました。 

するとお父さんがデイサービスから帰って来られました。「きょうはお父さんにキリストのお話を

してくれると、私が行っている教会の牧師さんが来てくれたから、お話聞いてない」と言うと、車い

すに乗ってキッチンに連れて来られました。するとテーブルをそばに置いて、私のためにお父さん

の左側に椅子を置いてくれました。左の耳が聞こえるので、あえてそのように配置してくれたので

す。 

私は心の中で主に祈りながら、「お父さん、デイサービスはどうでしたか。気持ちよかったでしょ。

きょうは暖かかったし、お風呂に入れたから。お顔がキュキュッとしてますよ。」と言うと、わかったん

でしょうね、にこっとして「ニコっときょうはあったかかったから」と言われました。「ところで、お父さ

ん、お父さんはこれから先のことで不安なことはないですか。私は S 妹が行っているキリスト教会

の牧師なんですが、お父さんにもぜひ天国に行ってほしいと思ってるんです。どうしたら行けるか

わかりますか。天国に行くにはイエス様を信じなければなりません。イエス様は神様なのに今から

二千年前に私たちと同じような姿でこの世に生まれてくださり、何も悪いことをしなかったのに十

字架で死んでくださいました。それはお父さんの悪い心、罪の身代わりのためです。でも三日目に

よみがえってくださいました。だから、このイエス様を信じるとお父さんのすべての罪が赦されて、

天国に行くことができるんです。お父さんもイエス様を信じて天国に行きましょう。」と言うと、じっと

私の顔を見て、ウンともツンともしませんでした。すると S 姉妹がお父さんの耳元で、「お父さん、
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わかった？お父さんはいつも地獄に行くと言ってるでしょ。でもキリストを信じると、キリストが十字

架にかかってお父さんの罪をかぶってくれたから、地獄に行かなくてもいいの。天国の行くの。そし

て私と同じお墓に入るんだよ。信じようね。わかった?」と言うと、「わかった!」とはっきり言われま

した。ハレルヤ！それで私は、「まことに、まことにあなたに告げます。信じる者は永遠のいのちを持

っています。」(ヨハネ 6:47)と宣言して祈りました。祈り終えると S 姉の目は真っ赤になっていま

した。認知がひどく何もわからないと思ったお父さんが、はっきりと信じて救われたからです。主の

深いあわれみに心から感謝します。 

 

そして主は、毎朝、あなたも朝の食事に招いておられます。その招きに応答して、主とともに心の

朝食をとりましょう。これは、イエスが死人の中からよみがえって、弟子たちにご自分を現わされた

三度目の出来事でした。確かに主はよみがえられたのです。主は今も生きておられます。すべては

主の御手にあります。私たちのために復活してくださり、親しい交わりを回復してくださった主に心

から感謝します。 


